
事業所名：社会福祉法人恩賜財団済生会川内病院 
 

＜2030 年の SDGs 達成に向けた経営方針等＞ 

当院は、「私達は、保健・医療・福祉を通じて地域社会に貢献します。」を理念としている。良質で

安全な医療を目指し、医療安全の徹底や、患者さん・地域の病院との意見交換を定期的に行う

よう努めている。また、衛生管理や福利厚生等、職員がやりがいをもって働ける環境整備を進

め、省資源・省エネルギー等、環境に配慮した取り組みにも力を入れている。これらの取り組みを

継続・発展させることで、SDGｓの実現を目指していく。 

 

＜SDGs 達成に向けての重点的な取組み及び指標＞ 

三側面 SDGs に関する重点的な取組み 
指標 

（更新時に向けた数値目標） 

環境 

☐社会 

☐経済 

省エネ対策 前年度比 1％削減 

☐環境 

社会 

☐経済 

経済的困窮や社会的孤立の状態にある生活困

窮者への支援を積極的に行う。（ソーシャルイン

クルージョン推進） 

※「なでしこプラン」 

生活困窮者を支援する済生会独自の事業。ホー

ムレスや家庭内暴力（DV）被害者、刑務所出所

者、障害者、高齢者等で、医療・福祉サービスに

アクセスできない人たちを対象に巡回健診、予

防接種、健康相談等を行うもの。 

・無料低額診療 総患者延数の

10％以上を維持。 

・なでしこプラン対象者延数R5年

420 人→R8 年 450 人（毎年 10 人

増加）。対象事業数 8 以上を維

持。 

☐環境 

社会 

経済 

障害者の就業において、地域の障害者就業・生

活支援センターや高校と連携し、積極的な雇用、

継続して就業できる環境の整備を行う。また、中

高生の職場体験や高校生のふれあい看護体験

を受け入れ、将来働きがいのある仕事を見つけ

る一助となるよう支援していく。 

・R5 年 3 名→R8 年 5 名 

・コロナにより中止していた職場

体験学習やふれあい看護体験

の実施を毎年コンスタントに行

う。 

 

＜ＳＤＧｓ達成に向けてのパートナーシップ＞ 

・川薩地域の中核病院として、地域の各医療機関、行政等と緊密な連携を取り、救急医療、周産

期医療、がん医療をはじめとする各科の専門医療、災害医療、予防医療に力を注いでいる。 

・更生保護施設で定期的に健康診断や予防接種を行い、支援物資等の寄付をおこなっている。 

・NPO 法人が開催するピンクリボン運動や地域の催し物への協賛を行っている。 

 

・ 「SDGs に関する重点的な取組み」には環境・社会・経済の三側面の全てについて，重点的な取組みを記

載してください。なお，取組みが複数の分野に該当する場合は，それぞれの分野にチェックを入れてくださ

い。 

・ 「指標（更新時に向けた数値目標）」には，それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に，更新

時までの数値目標を記載してください。 

・ 「パートナーシップ」には，企業や NPO 法人，行政など関係機関との連携があれば記載してください。 
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○ SDGs に関する重点的な取組み及び指標に係る進捗状況（※更新の場合のみ。） 

       登録状況：第 期登録（登録年月日：    年  月  日） 

＜SDGs に関する重点的な取組み状況，前期の指標及び実績＞ 

三側面 取組の状況 前期の指標 実績 

☐環境 

☐社会 

☐経済 

   

☐環境 

☐社会 

☐経済 

   

☐環境 

☐社会 

☐経済 

   

・「登録状況」を記載してください。 

・「取組みの状況」には，前回登録申請した際の重点的な取組みの実施状況や指標の達成状況を記載してく

ださい。指標が未達成の場合は，その理由等も記載してください。 


